宣　誓　書
私は、ここに主権が国民に存することを認める日本国憲法を尊重し、かつ擁護することを固く誓います。
　　年　　月　　日
氏名（自署）　　　　　　　　　　
	【統計調査員は、調査の都度任命される非常勤の公務員です。】
つまり、統計調査員として任命されている期間は、行政機関に勤務する職員と同様に公務員の身分を持つことになります。

ただし、統計調査員はその仕事の特殊性から、一般の公務員と異なった扱いがされています。例えば、一般の公務員は、法律で商店などの営利企業を経営したりすることは制限されていますが、統計調査員にはこのような制限はありません。ですから、商店を経営している人や他に職を持っている人でも統計調査員になることができます。
しかし、統計調査員として仕事をしている時に、セールス活動などを行うことは絶対にしないでください。調査対象に、その統計調査が本当に国の調査なのか、統計調査員は信頼できる人が選ばれているのか、といった統計調査に対する不信感を抱かせることになるからです。

■秘密を守る義務
統計法では、調査対象から報告された内容や、その他調査活動を通じて知り得た秘密は保護されなければならないことが定められており（第41条）、秘密を漏らした場合には処罰されます（第57条第１項第２号）。

※統計調査員を辞めた後でもこの義務はありますので、注意してください。



